
高齢者・障がい者虐待防止セミナー 

開催要綱 
 

趣旨  「高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律（高齢者虐待防止法）」、

「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律（障害者虐待防止法）」がそ

れぞれ施行されてからすでに１０年以上経過していますが、未だ施設や事業所、在宅における

深刻な虐待事案は増加の一途をたどっています。 

 本セミナーは、福祉現場における権利擁護の考え方や、高齢者・障がい者の虐待防止に係る

法制度、虐待を防ぐための体制整備等を学び、専門職が虐待防止の一助となることを目的に開

催します。 

 

１．虐待を防ぐために必要な取り組みを

学び、自施設等で活かせます 

 虐待防止に関する法律や体制整備、虐待防止

の視点に必要な権利擁護と意思決定支援につ

いて、改めて学ぶことができます。 

 具体的な事例から学べるので、自施設・事業

所での支援に有効活用できます。 

 ２．所属や興味・関心に応じて分科

会を選択できます 

 領域・対象別の分科会を設定してい

るため、それぞれの特性を踏まえた虐

待を防ぐために求められる視点につい

て、理解を深めることができます。 

 ３．虐待防止に関わる最新情報を学

べます 

 令和６年４月に実施される介護報酬改

定・障害福祉サービス等報酬改定やケア

ラー支援等、虐待防止に大きく関係する

福祉情勢等について、最新情報を学べま

す。 

 

開催形式 オンライン（オンデマンド配信） 

  

対 象 

高齢者・障がい者施設等に勤務する職員、地域包括支援センター職員、 

在宅介護支援センター職員、居宅介護支援事業所職員、 

障害者虐待防止センター職員、障害者権利擁護センター職員、 

相談支援事業所職員、市町村社会福祉協議会職員、 

そのほか高齢者や障がい者の支援に携わる職員等 

  

配信期間 令和６年１０月１０日（木）～１１月２９日（金） 

  

申込期間 令和６年 ８月 ９日（金）～ ９月 ６日（金） 

  

研修費用 会員・準会員 ５，０００円  非会員 １２，０００円 

  

受講決定 令和６年 ９月１３日（金）までにご連絡します。 

  



プログラム 

 

時間 研修科目 研修内容 

約 120 分 講義１ 

「虐待防止に向けた権利擁護と意思決定

支援」 

 

 日常生活において、他者への権利を侵害しな

い範囲であれば、誰しもが自己決定を尊重され

ることは当然の権利です。 

 しかし高齢者や障がい者の支援では、その権

利が侵害されることはままあり、これは虐待に

繋がる前兆と言えます。 

 利用者支援における権利擁護の考え方や意思

決定支援について、事例等を交えて学び、虐待防

止への理解を深めます。 

 

約 90 分 講義２ 

【第１分科会 高齢者：施設分野】 

「高齢者虐待防止における専門職の担う

役割」 

 

 高齢者虐待防止に係る法制度、施設・事業所が

実施すべき虐待防止のための体制整備につい

て、理解を深めます。 

 また、施設における高齢者虐待防止や身体拘

束の防止について、具体的な事例をとおし現場

での対応を考えます。 

 

約 90 分 講義２ 

【第２分科会 高齢者：在宅分野】 

「高齢者虐待防止における専門職の担う

役割」 

 

 養護者による高齢者虐待の現状や高齢者虐待

防止に係る法制度について学び、虐待を未然に

防ぐための支援や、虐待が発生した際の地域包

括支援センター等での対応について再確認しま

す。 

 さらに、近年注目されているケアラーについ

て、専門職の支援が虐待防止に繋がることを理

解し、事例等から専門職の対応を学びます。 

 

約 90 分 講義２ 

【第３分科会 障がい者分野】 

「障がい者虐待防止における専門職の

担う役割」 

 

 障がい者虐待防止に係る法制度や施設・事業所

が実施すべき虐待防止のための体制整備について

学びます。 

 また、障がい者虐待防止や身体拘束の防止に

ついて、具体的な事例から考察します。 

 

 

※講義２は分科会です。受講申込みの際、第１分科会～第３分科会のいずれかを選択してください。 

 


